
２年４組では、「八戸市みなと体験学習館」の
見学を通して、１５年前の東日本大震災で私たち
の住む地域や八戸港周辺がどのような被害を受
け、そこからどのように復興を遂げてきたのかを
学びました。当時の状況を知ることで、改めて防
災への意識を高めることができました。今後は、
避難の方法や避難場所の確認など学んだ教訓を
家族や友人と共有し、自分たちにできる防災対策
を確実に実行していきたいと考えています。 

（野邊地） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１年９組ではカフェ８５４を利用する時間を大
切にしています。「静かに席に座ること」「好きな
物を選ぶこと」「注文すること」「落ち着いて待つ
こと」「食べたり飲んだりする時間を楽しむこと」
「お金を払うこと」…幸せな時間を楽しむため
に、勉強することがたくさんあります。毎回美味
しいスイーツを食べながら、一つずつゆっくり練
習しています。卒業する頃にはカッコ良くカフェ
を利用する大人になりたい！私たちを見守ってい
てください！（角田） 
 

 本校は南向きの校舎であり、日々、南風のあた
たかな光と恵みを受けながら、生徒たちの学びが
静かに、そして力強く育まれています。古くより
南風は「はえ」と読み、幸運や発展をもたらす風
として、万葉の時代から人々の心に寄り添ってま
いりました。春の訪れを告げるその柔らかな風
は、自然と人の営みに穏やかな力をもたらし、前
へ進む勇気を与えてくれる存在でもあります。 
 また、南風（はえ）は海を鎮め、船を導き、田
畑に恵みを運ぶ“豊穣の風”とも言われています。
目には見えないものの、確かに背中を押してくれ
るこの風の力は、生徒一人一人が未来へ向かおう
とする姿と重なります。社会の変化が大きく、将
来の見通しが難しい時代ではありますが、生徒の
皆さんには、この八戸の地に吹く温かな南風に励
まされながら、自らの可能性を信じ、しなやかに、
そして力強く羽ばたいてほしいと切に願ってい
ます。 
 今年度も、保護者の皆様、地域の皆様、そして
関係機関の皆様には、本校の教育活動に多大なる
ご理解とご支援を賜りました。心より深く感謝申
し上げます。 
 来年度も、生徒が自らの可能性を信じ、夢に向
かって力強く歩みを進められるよう、教職員一
同、より一層努力を重ねてまいります。どうか引
き続き、本校の教育に温かなご理解とご支援を賜
りますようお願い申し上げます。 
皆様にとっても、南風のようにあたたかく、心豊
かな日々が訪れますことを心よりお祈りいたし
ます。           （校長 村井知史） 
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南風に導かれて 

～つなぐ記憶、広げる防災の輪～ 

カフェ８５４での学習 

〔４月の行事予定について〕 
○４月７日（火）始業式、新任式 

＊新２・３年生のみ登校します。 
        １２時下校（給食なし） 
○４月８日（水）入学式 
       ＊全校生徒が登校します。 
        １２時下校（給食なし） 
○４月９日（木）～５月１日（金）面談週間 

卒業証書授与式 

 
 ３月３日（火）、卒業証書授与式が挙行され、
普通科４２名、産業科１８名が、これまでの思い
出を胸に、晴れやかに巣立っていきました。 
 送辞では現生徒会長の産業科 神空我さんが、
これまで学校を引っ張ってくれた卒業生へ感謝の
言葉を贈りました。答辞では、前生徒会長の産業
科 目時瑛仁さんが卒業生を代表し、３年間の歩
みと、支えてくれた方々への深い感謝の思いを自
身の言葉で述べました。 
 式歌「正解」や校歌では、気持ちの込もった歌
声が会場へ響き渡りました。 
 卒業生退場の場面では、産業科 久保優さんが
代表して、これまで支えてくれたすべての方々へ
の感謝の言葉を声高らかに伝えました。（竹井） 


